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研究成果の概要（和文）：対象を術式によりLe Fort I型骨切り術と下顎枝矢状分割法施行患者をA群（32名）、
下顎枝矢状分割法単独施行患者をB群（15名）に分類し、術前と術後6か月以上経過時の画像データと鼻腔通気度
の変化を比較検討し、顎矯正手術による顎骨移動量、鼻咽腔気道形態、ならびに鼻腔通気度の関連性について検
討した。
 本研究の結果より、顎骨の移動と鼻咽腔気道形態変化ならびに鼻呼吸機能との間にいくつかの項目で相関関係
が認められたものの、明確な関連を結論づけることはできなかった。これは鼻呼吸機能を維持するために、顎骨
移動による気道形態の変化に対して代償的な生体作用機構の結果ではないかと推測された。

研究成果の概要（英文）： The subjects were 47 patients in whom jaw deformities were corrected by 
orthognathic surgery: a combination of Le Fort I osteotomy and bilateral sagittal split osteotomies 
in 32 patients (group A) and bilateral sagittal split osteotomies in 15 patients (group B). The 
amount of jaw movements was evaluated on lateral cephalograms taken before surgery and more than six
 months after surgery. Morphological changes of the nasal and oronasopharyngeal airway were 
evaluated using helical computed tomography (CT) before surgery and more than six months after 
surgery, and nasal airway resistance (NAR) for the objective evaluation of nasal respiratory 
function was measured by anterior rhinomanometry. 
 In conclusion, there was little association of changes in maxillomandibular position or nasal and 
oronasopharyngeal airway morphologies with nasal respiratory function. This might be because of 
compensatory biomedical action to maintain nasal respiratory function. 

研究分野：口腔外科
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１．研究開始当初の背景 
気道は呼吸に関わる重要な器官であるが、
顎矯正手術は術後にその上気道形態に影響
を及ぼすことが指摘されている。鼻腔は上気
道の一部であり、顎矯正手術によりその形態
が変化する。したがって鼻腔形態の変化が呼
吸機能に何らかの影響を及ぼす可能性が考
えられる。われわれはこれまでに顎矯正手術
と上気道との関連性についての多くの研究
を行ってきたが、鼻腔形態とその機能との関
連についての研究は行っておらず、また、そ
の検討・調査もあまり行われておらず、不明
な点が多い。 
 
２．研究の目的 
本研究では顎矯正手術、特に鼻腔への影響
が強い上顎骨移動術と鼻腔形態ならびに鼻
腔通気度との関連性を明らかにして、顎矯正
手術の気道形態への影響を解明することを
目的にした。 
 
３．研究の方法 
対象は新潟大学医歯学総合病院口腔再建
外科で顎矯正手術を受けた顎変形症患者と
し、術直前と術後 6か月時に撮影した CT画
像データならびに側面頭部X線規格写真を用
いて気道形態ならびに顎顔面形態の上顎骨
の移動方向ならびに移動量と鼻腔形態の変
化を解析した。鼻腔機能に関しては術直前と
術後 6か月時に鼻腔通気度を計測し、顎顔面
形態ならびに鼻腔形態の変化と鼻腔通気度
との関連性を検索して、上顎骨移動術が鼻腔
通気性に及ぼす影響について検証した。 
なお、本研究は新潟大学倫理員会の承認を
受けている（承認番号：015-3035）。 
 
４．研究成果 
 対象は本研究への参加へ同意が得られ、資
料がすべて整った 47 名とした。その内訳は
男性、14 名、女性 33 名、手術時の平均年齢
が 23 歳（15-43 歳）であった。術式により
Le Fort I 型骨切り術と下顎枝矢状分割法施
行患者を A 群（32 名）、下顎枝矢状分割法単
独施行患者を B群（15名）にぶとした。 
測定項目は側面頭部X線規格写真を用いて
上下顎骨の移動量と移動方向を測定し、CT デ
ータから 3 次元画像解析ソフト（Dolphin 
Imaging version 11.7）を用いて下鼻道（S1）、
上咽頭（S2）、中咽頭上部（S3）、中咽頭下部
（S4）の気道容積と中咽頭での気道最狭窄部
断面積（O-NCSA）ならびに上咽頭部断面積
（P-CSA）を測定した。鼻呼吸機能の評価に
は鼻腔通気度測定装置（KOC-8900、HI-801）
を用いて NAR を測定した。術前と術後 6か月
以上経過時のデータを比較検討し、顎矯正手
術による顎骨移動量と鼻咽腔気道形態、鼻腔
通気度の関連性について検討した。 
 
【結果】 
各群の顎骨の移動量と移動方向の平均値は A

群の A点で 0.9 mm 前方、0.3mm 上方、PNS で
1.4mm 前方、1.6mm 上方、B 点で 3.4mm 後方、
2.0mm 上方、B群の B点では 5.2mm 後方、1.5mm
上方であった。 
術後の鼻咽腔形態変化については、A 群に
おいては S2と S4の容積に有意な減少を認め、
B 群では S3 の容積、O-NCSA ならびに P-CSA
で有意に減少を認めた。両群とも術後の鼻腔
容積に有意な変化はなかった。S3 の術後容積
に関しては、B 群の方が A 群より有意に少な
かった。 
A 群の NAR は術前 0.25Pa/cm3/s、術後
0.28Pa/cm3/s、B群のNARは術前0.30Pa/cm3/s、
術後 0.29Pa/cm3/s で、術前後、各群間で有意
差は認めなかった。 
 
 
【容積・断面積の結果】 

 
【NAR 変化量と容積・断面積差の相関関係】 

 



 
【NRA 変化量と顎骨移動量の相関関係】 

 
【顎骨移動量と容積・断面積の相関関係】 
Group A 
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 A 群において、NAR 変化量と S2 の容積、
P-CSA の変化量に負の相関を認めた。顎骨移
動との関連は A群における B点の水平的移動
と NAR 変化量、PNS の垂直的移動と S3 の容積
にそれぞれ負の相関を認めた。一方、B 群に
おいては NAR 変化量と S1、S2 の容積、P-CSA
の変化量に正の相関を認め、顎骨移動量に関
しては相関関係を認めるものはなかった。 
 
 
【考察】 
 顎矯正手術と鼻咽腔形態変化に関するこ
れまでの多くの研究において、鼻腔容積が上
顎骨の上方移動により減少し、前方移動によ
り増加することや、鼻咽腔容積が下顎骨の後
方移動により減少することが報告されてい
る。一方で顎骨の移動は気道形態に変化を及
ぼさないという報告もある。本研究では三次
元画像解析ソフトを用いて鼻腔ならびに鼻
咽腔気道を４つの領域に分けて気道容積の
測定を行った。対象のほとんどが上顎骨は上
方もしくは前上方移動症例、下顎骨は後方移
動症例であり、鼻咽腔気道容積はいくつかの
項目で術後に有意に減少していたことから、
上下顎骨移動術は鼻咽腔気道形態の変化に
影響を及ぼしていると推測された。一方、術
前後の鼻腔形態に有意な変化はなかった。そ
の要因として、上顎骨の移動量が比較的小さ
かったためではないかと考えられた。 
 鼻腔通気度測定装置による NAR の測定は、
鼻呼吸機能の評価に有用であるとされてお
り、鼻腔通気性が低下した際には NAR の上昇
が認められる。これまで顎矯正手術後の鼻呼
吸機能の関連については、上顎骨の上方移動
により鼻腔抵抗が減少する報告や上顎骨の
前上方移動で鼻呼吸機能の改善が見られ、上
顎骨の上方移動と下顎骨の後方移動では鼻
呼吸機能は悪化したという報告などが認め
られたが、未だに見解の一致はみられていな
い。本研究では各群で術前後の NAR に有意差
は認めなかったが、NAR の変化量と鼻咽腔容
積の変化量ならびに下顎骨の水平的移動量
との間に相関関係を認めたことから、下顎骨
の移動方向や移動量も術後の鼻腔通気度に
影響を及ぼす可能性があると考えられた。 
 以上より本研究において、顎骨の移動なら
びに鼻咽腔気道形態変化と鼻呼吸機能との
間にいくつかの項目で相関関係が認められ
たものの、明確な結論を導き出すには至らな
かった。これは鼻呼吸機能を維持するために、
顎骨移動による気道形態の変化に対して代
償的な生体作用機構が働いたのではないか
と推測された。今後はこの生体作用機構を解
明するために、さらなる検証が必要と考える。 
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